
川崎市上下水道局給水装置工事完成検査等実施要領 

（平成２２年３月２４日２１川水総給第５８７号） 

（趣旨） 

第１条 この要領は、川崎市水道条例施行規程（平成２２年水道局規程第１号

。以下「施行規程」という。）第１０条第４項及び川崎市上下水道局指定給

水装置工事事業者規程（平成１０年水道局規程第３号。以下「業者規程」と

いう。）第１６条第３項の規定に基づき、指定給水装置工事事業者が施行す

る給水装置の新設、改造（軽微な変更を除く。以下同じ。）及び撤去の工事

（以下「給水装置工事」という。）の完成検査及び分岐工事等の確認につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

（用語の意義） 

第２条 この要領において使用する用語の意義は、施行規程及び業者規程にお

いて使用する用語の例による。 

（分岐工事等の確認） 

第３条 管理者は、分岐工事等の確認の際、他の水管との誤接合の有無、給水

装置に用いようとする給水管、給水用具及び附属用具、工法等について確認

し、必要な指示をすることができる。 

２ 分岐工事等の確認の申込みは、次の各号に定める書類を管理者に提出し、

又はファクシミリ装置を用いて管理者に送信する方法により行う。 

(１) 分岐工事等確認、断水願（第１号様式） 

(２) その他管理者が必要と認めるもの 

３ 前項の申込みをファクシミリ装置を用いて送信する方法により行った場合

は、送信後速やかに電話による連絡をし、管理者が受信した旨の確認をしな

ければならない。 

４ 分岐工事等の確認の申込みは、次の各号に掲げる場合に応じ、休日（川崎



市の休日を定める条例（平成元年川崎市条例第１６号）第１条第１項に規定

する市の休日をいう。以下同じ。）を除く当該各号に定める期日までに行う

ものとする。 

（１）確認を希望する時間が夜間の場合又は確認希望日が休日の場合 確認希

望日の５日前（ファクシミリ装置を用いて送信する場合は当該期日の１６

時まで） 

（２）確認希望日が前号以外の場合 確認希望日の２日前（ファクシミリ装置

を用いて送信する場合は当該期日の１６時まで） 

５ 確認希望日を変更する場合は、速やかに管理者に連絡しなければならない

。 

６ 分岐工事等を施行したときは、給水装置工事完成届の提出までに、施工写

真を提出するものとする。 

７ 指定給水装置工事事業者は、第３条第１項で規定する管理者の確認後、前

項の規定に基づき提出した写真の返却を求めることができる。 

（断水） 

第４条 前条第２項の申込みに係る分岐工事等が配水管の断水を必要とするも

のである場合には、当該分岐工事等の施行日時は管理者が決定し、指定給水

装置工事事業者に通知するものとする。 

（完成検査） 

第５条 給水装置工事完成届の提出は、次に掲げる書類を添えて行う。 

 (１) 完成図 

 (２) 完成図の写し（日本産業規格Ｂ列４番に縮小したものに限る。） 

 (３) 工事承認申込書の写し 

 (４) 管理者が作成したメーターに係る帳票等（メーターの設置を伴う場合

に限る。） 



 (５) その他管理者が必要と認める書類 

２ 前項の提出は、次の各号に掲げる場合に応じ、休日を除く当該各号に定め

る期日までに行うものとする。 

（１）集合住宅等の新設又は改造の工事の場合 完成検査の実施を希望する日

（以下「検査希望日」という。）の５日前 

（２）前号以外の場合 検査希望日の２日前 

３ 前項の規定にかかわらず、完成検査の日時は、検査希望日、水道の使用状

況等を考慮して、指定給水装置工事事業者との協議により管理者が定めるも

のとする。 

（一部完成検査） 

第６条 給水装置の新設又は改造の工事の施行中において、当該給水装置等の

一部を使用する給水契約を締結しようとする場合は、施行規程第１０条第３

項に規定する工事の完成前に完成検査の一部を行うこと（以下「一部完成検

査」という。）ができる。 

２ 一部完成検査を受けようとする指定給水装置工事事業者は、第５条第１項

の規定にかかわらず、給水装置工事完成届に次に掲げる書類を添え、管理者

に提出しなければならない。 

(１) 完成図 

(２) 工事承認申込書の写し 

 (３) 管理者が作成したメーターに係る帳票等（メーターの設置を伴う場合

に限る。） 

(４) その他管理者が必要と認める書類 

３ 一部完成検査の実施については、第５条の例による。 

４ 管理者は、一部完成検査を行った給水装置又はその附属用具の部分につい

ては、再度完成検査を行わないものとする。ただし、管理者が必要と認める



場合は、一部完成検査を行った部分について、改めて完成検査を行うことが

できる。 

（工事の手直し） 

第７条 管理者は、完成検査の際、施行規程第１０条第２項に定める事項に適

合しないと認めるときは、指定給水装置工事事業者に対し、給水装置工事手

直し指示書（第２号様式）により手直しをさせるものとする。 

２ 前項及び第４項に規定する手直しは、管理者が定める期日までに履行し、

その完了について給水装置工事手直し指示履行書（第３号様式）を提出しな

ければならない。 

３ 管理者は、前項の規定により手直し完了の連絡を受けたときは、当該部分

の手直しが適切に行われたことを確認するものとする。 

４ 前項に規定する確認の結果、施行規程第１０条第２項に定める事項に適合

しないと認める場合は、第１項の例による。 

（委任） 

第８条 この要領に定めるもののほか、完成検査及び分岐工事等の確認の実施

について必要な事項は、管理者が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要領による改正前の給水装置工事検査等要領の規定により調製した帳

票で現に残存するものについては、当分の間、必要な箇所を訂正した上、引

き続き使用することができる。 

附 則（平成２３年３月３１日２２川上サ給第７０３号） 

（施行期日） 



１ この要領は、平成２３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要領による改正前の給水装置工事完成検査等実施要領の規定により調

製した帳票で現に残存するものについては、当分の間、必要な箇所を訂正し

た上、引き続き使用することができる。 

附 則（平成２５年２月１２日２４川上サ給第６３２号） 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の給水装置工事完成検査等実施要領第３条第２項及び第４条第１項

の規定に基づく手続きは、平成２６年３月３１日までの間、行うことができ

る。 

附 則（平成２８年３月２５日２７川上サ給第３６０号） 

この要領は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２７日２８川上サ給第８８４号） 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月２３日２９川上サ給第３０７号） 

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年２月１８日３０川上サ給第２６８号） 

この要領は、平成３１年２月１８日から施行する。 

附 則（令和元年 ５月２８日３１川上サ給第７１号） 

この要領は、令和元年 ６月 １日から施行する。 

  附 則（令和３年 ３月２５日２川上サ給第３３０号） 

この要領は、令和３年 ４月 １日から施行する。





第２号様式（第７条関係） 

給水装置工事手直し指示書 

指定給水装置工事事業者 

              様 

川崎市上下水道事業管理者  

指示年月日   年   月   日 受付番号 年度 No. 

申 込 者  

工 事 場 所 区     

指示内容    

年  月  日までに、次の手直しを行うこと。 

 担任         

履行内容（期限を明示する） 

指示の内容を、上記のとおり履行します。 

  年  月  日 

指定給水装置工事事業者 

上記のとおり指示したので報告します。 

押  印  欄 



第３号様式（第７条関係） 

給水装置工事手直し指示履行書

（宛先）川崎市上下水道事業管理者 

押  印  欄 

指示年月日    年   月   日 受付番号 年度 No. 

申 込 者

工 事 場 所 区     

指示内容 

年  月  日までに、次の手直しを行うこと。 

                担任        

履行内容 

  指示の内容を、上記のとおり履行しました。 

   年   月   日 

指定給水装置工事事業者                   


